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〆
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ア
ル
フ
レ
ッ
・
ド
。
卜
・
ヴ
イ
ニ
ー
伯
（
庁
８
日
蔚
諺
厚
２
口
①
く
喧
曼
）
は
一
七
九
七
年
、
佛
國
ツ
ゥ
レ
ー
ヌ
の
．
ロ
ー
シ
ュ
に
生
れ
、

ノ
ー
上
、

異
色
あ
る
浪
没
波
の
詩
人
と
し
て
大
き
な
足
跡
を
の
こ
じ
、
一
八
六
三
年
パ
リ
に
逝
い
た
。
顎
一
八
六
閥
年
、
後
那
を
託
さ
れ
た
ル
ィ
。

①
〃

ラ
チ
ス
ボ
ン
ヌ
の
手
に
よ
っ
て
迩
稿
涛
災
『
巡
命
』
胃
ご
昌
胃
唖
鴎
の
一
巻
が
、
「
蒋
學
詩
」
勺
９
９
の
ｍ
ご
菖
○
の
○
壱
三
号
＄
と
い
ふ
刑

〃

、

●
、

ひ

げ

〃

題
を
そ
へ
て
公
に
さ
れ
た
。
・
門
容
は
左
の
十
一
流
、

、

、
。

．
「
迩
命
の
使
姫
」
一
陽
ロ
①
降
冒
小
の
、
』
扇
も
．
（
表
題
に
は
『
逃
命
』
と
課
し
た
）
。

１

「
收
人
の
家
」
盲
目
鍾
房
○
口
９
厘
国
⑦
品
胃
》
シ
固
く
“
〕
届
た
．
．

§

Ｊ

・
一
“
か
い
。
、

「
紳
托
」
胃
○
国
○
一
①
伽
．
骨
昌
口
舟
Ｑ
ご
己
．
別
ｇ
ゞ

●
で
１

「
未
州
の
女
」
一
瞬
段
巨
苗
輌
①
》
一
ｍ
左
．

、

「
サ
ン
ソ
、
ン
の
怒
一
り
」
毎
○
○
一
身
⑦
ａ
の
留
日
印
○
口
》
扇
＄
．
．
、
‐

、

、

「
狼
の
死
」
］
騨
冒
○
再
旦
巨
Ｆ
ｏ
巨
も
》
』
の
ち
．
・

グ

〆

Ｊ

／
〆

Ｌ

「
笛
」
』
四
国
賃
＠
．
扇
禽
．

「
樋
撹
の
Ⅷ
」
』
⑦
冨
○
貝
号
の
○
屋
乱
２
ｍ
）
扇
ら
．
、

Ｂ

ｆ

Ｊ

「
海
に
な
げ
ら
れ
た
埋
」
一
回
国
○
月
①
篁
①
稗
］
唇
冒
①
時
》
扇
閉
．
〃

ヴ
イ
ニ
ー
の
哲
準
詩
に
つ
い
て
七
九
（
三
九
三
一
）

●

も

Ｌ

ｉ

「

ザ

〃
ヴ
ィ
’
－
－
の
哲
學
詩
に
つ

～

Ｉ
０
ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ

＝

ノ

､，

て

Ⅱ
１
１
洲
１
１
１
１
１
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永
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Ｉ
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Ｉ
ｌ
１
１
１
１
‐
Ｉ
Ｉ
６
１
Ｉ
Ｉ
■
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ｌ
０
Ｉ
ｌ
Ｆ
Ｉ
１
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ

田
英
一

､

一

、

1

屯

、

Ｉ
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、

1

■



、

lb

､

、

二

ザ
●

十
九
枇
紀
の
フ
ラ
ン
ス
の
文
人
が
人
生
に
絶
酔
樺
し
た
か
ら
ご
い
っ
て
、
そ
れ
は
一
向
め
づ
ら
し
い
こ
ど
で
は
な
い
。
ヴ
ィ
ニ
ー
も
そ
の

ｂ
、
℃
『

一
人
で
あ
る
が
℃
か
れ
の
場
合
に
か
ぎ
っ
て
、
塚
ぜ
大
き
な
絶
望
ご
い
は
れ
る
の
か
。
ま
た
ご
う
し
て
こ
の
絶
望
は
ペ
シ
ミ
ス
ム
、
ス
ト

画
℃

、

イ
シ
ス
ム
ぞ
し
て
愛
の
哲
學
に
ま
で
ゆ
き
つ
い
た
の
か
。
わ
れ
／
１
は
、
こ
置
ろ
み
に
、
こ
れ
を
ヴ
ィ
・
ニ
ー
猫
自
の
釉
祁
の
所
業
ご
し
て

ロ
も
、
・

老
へ
て
ゆ
き
た
い
。
ノ

ー
グ

ヴ
ィ
ニ
ー
に
め
っ
て
、
つ
ね
に
・
王
位
笹
し
め
、
、
王
椛
を
ふ
る
っ
て
ゐ
た
も
の
は
、
浪
漫
期
の
入
ご
し
て
は
め
づ
ら
し
く
、
感
怖
で
も
な

え

く
想
橡
で
も
な
か
っ
た
．
そ
れ
は
思
考
、
推
理
、
細
識
な
ど
、
お
よ
そ
理
性
の
側
の
能
力
で
あ
っ
た
、
ご
い
ふ
よ
り
も
、
む
し
ろ
一
切
の

心
的
活
動
を
統
御
せ
ず
に
や
ま
ぬ
特
異
の
天
分
で
あ
っ
た
。
か
れ
は
こ
の
天
分
に
よ
っ
て
感
蝿
や
想
像
の
も
た
ら
す
一
切
の
現
変
を
か
な

〆
、

ら
ず
韮
押
や
て
、
き
び
し
く
こ
れ
を
省
察
し
、
紮
理
し
。
組
織
し
て
、
そ
し
て
一
般
的
な
理
念
に
ま
で
抽
象
せ
ず
に
は
ゐ
ら
れ
な
か
っ
た

の
だ
。
、
『
わ
た
し
が
自
分
に
み
さ
め
る
唯
一
．
の
才
能
は
組
織
化
Ｅ
い
ふ
わ
た
し
の
．
水
速
の
欲
求
だ
。
想
念
が
う
か
ぶ
ご
℃
わ
た
し
は
、
即

一

℃
、
℃
も
も
℃
℃

刻
、
そ
れ
に
そ
の
形
さ
そ
の
椎
成
、
そ
の
完
全
な
組
織
を
あ
た
へ
る
、
』
ご
か
れ
は
日
記
に
北
吋
い
て
ゐ
る
。
（
傍
獣
は
原
丈
の
イ
タ
リ
ッ
ク
髄
。

１
１
》

一

〆

丈
畢
研
究
錐
三
十
三
韓
八
○
（
三
九
三
二
）

ヴ

「
が
ア
ン
〆
」
－
ご
自
己
Ｐ
、
豆
鼻
且
『
⑦
汽
巨
め
い
⑦
》
扇
心
『
．

、

「
粘
雛
」
一
同
の
胃
再
冒
賃
．
雪
国
く
い
ゞ
己
＄
．
“
．
｝

■
■
１

通
作
と
い
っ
て
も
、
大
半
は
す
で
に
『
叩
惟
界
芯
』
上
に
發
表
さ
れ
た
も
の
で
、
そ
の
折
に
も
作
者
の
希
望
に
よ
っ
て
「
折
畢
排
」
と

い
ふ
副
題
が
そ
へ
ら
れ
て
ゐ
た
の
で
あ
っ
た
。
史
上
、
ヴ
ィ
ニ
ー
を
蹄
る
の
に
か
な
ら
ず
勺
○
陣
⑦
・
で
三
一
。
吻
○
ｇ
①
（
哲
罐
一
者
詩
人
）
も

、

し
く
は
も
ｏ
段
⑦
己
｝
菖
○
の
○
壱
冨
凸
巨
⑦
編
、
畢
的
諦
畉
）
と
い
ま
涌
莱
を
川
び
、
か
れ
を
も
っ
て
こ
の
極
の
詩
文
學
に
成
功
し
た
ほ
と
ん
ど

唯
一
者
と
な
す
の
は
、
ヴ
ィ
ニ
ー
そ
の
人
に
と
っ
て
も
含
心
の
こ
と
で
あ
ら
う
。

●
色
で
軍
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■
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■
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Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
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１
日
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〃
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Ⅲ
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Ｉ
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Ｆ
■
■
■
■
■
■
■
■
Ｍ
■
■
■
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

、

ノ

’

｜
］

’

ノ

ｊ
Ｄ
ｕ
０
Ｂ
‐
Ｂ
Ⅱ
Ｉ
‐
Ｉ
Ｉ
Ｉ
１
ｂ
１
‐
ｑ
ｊ
０
１
Ｉ
ｊ
ｌ
０
Ⅱ
’
１
１
１
．
０
０

ｌ
Ｉ
ｒ
‐
Ｉ
‐
１
‘
Ｍ
１
Ⅱ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｊ
１
Ｉ 〃

〃
〆
I

『

一



ず

〃

一

ｌ

ｌ

Ｉ

ｌ

ｉ

』

や
り

ノ

グ

以
下
こ
の
純
の
引
川
丈
は
『
狩
人
一
の
日
記
』
に
よ
る
〔
）

だ
か
ら
、
作
家
ざ
し
て
の
ヴ
ィ
」
ニ
ー
は
、
ま
づ
は
じ
め
に
こ
の
皿
念
、
思
想
を
も
っ
て
ゐ
た
わ
け
で
、
一
汽
葉
は
衲
里
さ
し
て
後
か
ら
つ
ざ

己
８

－
Ｕ

く
從
薪
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
ヴ
ィ
ニ
ー
凧
岬
態
は
剛
猯
拷
塵
か
、
か
れ
に
は
一
両
葉
の
剣
意
が
炊
け
て
ゐ
る
ご
か
い
は
れ
る
の
は
圃
疑
ひ
も

／
一

な
く
こ
の
こ
Ｅ
を
い
ふ
の
で
あ
る
が
、
ヴ
ィ
ニ
ー
自
身
も
『
思
想
が
主
人
公
だ
』
ご
い
ひ
℃
つ
。
さ
め
て
感
興
や
悪
雌
や
修
僻
の
誘
惑
を
し

グ
牛

り
ぞ
け
て
、
表
現
に
た
い
し
て
は
ほ
さ
ん
》
ヒ
ー
諏
の
遺
恨
を
い
だ
く
程
で
あ
っ
た
。
『
沈
獣
は
わ
た
し
に
ご
っ
て
詩
そ
の
も
の
だ
』
さ
さ

℃
℃

説
餌
ぱ
い
。
篭
Ｉ
か
れ
の
詩
の
獅
釧
性
感
、
ま
ぎ
に
そ
の
恕
惣
に
あ
る
ご
い
ば
れ
ば
な
ら
瀧
児

ヴ
ィ
ニ
ー
に
あ
っ
て
さ
ら
に
兇
逃
が
し
て
な
ら
な
い
も
の
は
、
向
上
あ
る
ひ
は
上
昇
の
や
み
が
た
き
意
欲
で
あ
っ
た
。
こ
の
意
欲
に
つ

い
て
は
、
か
れ
の
場
合
、
ご
ん
な
に
仙
洲
さ
れ
て
も
十
分
で
は
な
い
。
一
八
三
○
年
一
」
ろ
、
ヴ
ィ
ニ
ー
は
《
《
首
国
苫
昌
亀
湧
》
》
ご
い
ふ
詩

Ｐ
、
、

集
（
恭
巴
を
意
岡
し
て
、
こ
の
や
う
に
名
、
つ
け
た
の
は
、
『
こ
れ
ら
の
緋
が
す
・
ぺ
て
地
上
の
映
像
か
ら
出
發
し
て
、
ず
つ
Ｅ
祁
性
な
鵬

“
夕

●
｜

蝦
に
ま
で
上
外
し
、
ゞ
（
わ
た
し
に
で
き
る
か
ぎ
り
）
わ
た
し
に
し
た
が
ふ
魂
を
尚
級
な
肝
幽
に
お
か
ず
に
や
ま
ぬ
か
ら
だ
、
』
ご
い
ふ
。
ま

た
こ
の
こ
さ
は
か
れ
を
知
る
す
べ
て
の
人
の
認
め
る
Ｅ
こ
ろ
で
、
、
ヴ
ィ
ニ
ー
は
い
つ
も
商
所
に
ゐ
た
、
か
れ
が
た
ま
Ｊ
１
蕊
を
ひ
ろ
げ
て
、

山
の
孤
曹
な
ざ
に
．
ご
ま
れ
ぱ
Ｄ
そ
れ
は
か
れ
が
人
独
に
譲
歩
し
た
の
だ
．
ご
さ
く
い
は
れ
る
。

弓
Ｃ
昌
冒
急
聾
吾
印
臥
昌
弓
Ｏ
「
瓦
三
ａ
『
●

ヴ
ィ
ニ
ー
の
こ
の
意
欲
に
つ
い
て
、
わ
れ
，
１
１
は
さ
ら
に
シ
ャ
ト
ー
ブ
肌
ヤ
ン
に
兄
ら
れ
る
や
う
な
、
あ
の
優
考
の
衿
怖
を
老
へ

る
。
蛍
族
や
・
繊
細
な
感
擬
、
明
敏
な
頭
脳
、
交
學
的
才
能
、
そ
の
他
さ
ま
卜
＼
な
非
凡
の
犬
粟
、
そ
し
て
浪
漫
期
ご
い
ふ
特
殊
な
癖
代
、

夕

－
Ｊ
一
八
三
○
年
に
詩
人
這
史
ぱ
画
・
犬
才
、
笈
一
一
霧
、
｜
指
導
着
、
ほ
ど
ん
》
ｃ
洲
を
通
味
し
て
ゐ
た
ｌ
」
れ
ら
は
た
し
か
に
ヴ
ィ
｜
Ｔ

を
し
て
優
考
の
涛
持
を
い
だ
か
せ
る
に
十
分
で
あ
っ
た
だ
ら
う
。
か
れ
は
こ
れ
を
堅
く
い
だ
い
て
、
ま
る
で
そ
れ
が
地
上
的
な
も
の
に
浦

ヴ
ィ
ニ
ー
の
禰
準
詩
に
一
つ
い
て
・
八
一
、
（
三
九
三
己
／

日
Ｉ
！
■
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ

｣

1

1
I

’

厚

k ダ

一
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⑥

〆

’
、

、

迩
命
の
前
に
は
優
者
も
劣
者
も
何
も
の
も
な
い
。
あ
り
ど
あ
ら
ゆ
る
も
の
は
そ
の
指
令
の
下
に
服
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。
人
典
は
生
れ
も

一

神
し
み
ｂ
，
そ
し
て
ラ
・
う
す
ン
｜
ブ
ー
ス
の
い
ふ
や
う
に
『
王
様
も
、
聴
鵬
も
、
わ
た
し
も
、
わ
た
し
ざ
も
は
死
ぬ
で
あ
ら
う
。
』
そ
れ
は
い

へ

、

っ
の
仙
に
も
、
い
か
な
る
祉
に
も
’

一

、
一
己

Ｊ

安

』

、

Ｌ

Ｌ
陥

守

ロ
＠
℃
巳
の
庁
胃
①
日
誌
Ｈ
宕
巨
Ｈ
ｇ
⑦
盲
角
野
匡
○
目
》

』『

Ｆ
阻
凰
㈹
号
一
○
厘
ａ
的
２
口
目
の
閏
．
蔚
竺
①
３
画
巳
５
口
①
黒
冒
腎

、

一

宇

石
①
、
己
①
目
昼
の
戸
村
ｏ
壷
角
ロ
ロ
①
奇
か
蔚
騨
吻
厘
刷
斤
Ｏ
匡
庁
①
釦
○
営
○
口
．
〆
竪
・

房
●

一

〔
世
界
創
進
の
日
か
ら
、
迩
命
の
洲
の
使
姫
た
ち
の
並
い
強
い
足
が
す
べ
て
の
頭
と
行
潟
の
上
に
の
し
か
坐
っ
て
ゐ
た
・
Ｆ
Ｉ
Ｉ
「
通
・

〃

夕
、

〆

、

一
、

守
、

こ
の
絶
望
は
、
高
士
詩
人
ヴ
ィ
ニ
ー
に
よ
っ
て
、
い
か
な
る
哲
學
詩
的
象
徴
を
兇
川
し
た
か
。

一
、
〆
一

、

一

命
の
使
姫
」
。
、
．
。

、

￥
引
川
の
排
丈
は
す
・
へ
て
恵
課
。
〕
、

餌

一

，

一
ザ
甲

〆

そ
し
て
、
古
代
に
は
、

今

〆

申
■
や

同
一
ほ
め
画
昇
、
畠
①
ロ
汗
も
○
の
価
庁
目
Ｈ
○
．
唾
⑦
切
釣
冒
印
官
営
⑦
．

■

、
ｂ
《

の
匡
門
］
①
吻
○
毒
⑦
ぐ
⑦
ｐ
ｘ
Ｑ
Ｈ
ｎ
の
、
心
の
ａ
①
、
Ｈ
画
。
①
い
い
で
①
同
巳
戸
局
の
や

も

，
弓
国
冒
曽
局
］
画
苛
日
日
⑦
①
口
亘
①
属
凰
鼻
］
ず
○
日
ｇ
ｏ
盲
目
〕
薑
①
．
燈
。
』
。
、

グ

”

ゞ
〔
か
の
女
た
ち
は
無
慌
の
爪
を
諸
瞳
の
此
の
誰
髪
の
上
に
か
け
て
、
男
や
女
を
ひ
き
ず
っ
て
ゐ
た
の
Ｆ
の
っ
た
。
１
１
（
同
右
）
〕

４

》

が
イ
’
一
Ｉ
の
折
廊
學
詩
に
つ
い
て
、
八
三
（
三
九
一
一
菰
）

a

’
I

’

１
１
１
わ
ｌ
１
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ

ｑ
、
●
０
‐
ｌ
‐
１
‐
１
４
１

、

〃

一

字

ザ



Ⅱ
■
Ⅱ
１
１
ｊ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｐ
田
１
１
１
４
■
１

、

●

６
門
Ⅱ
Ⅱ
叩
Ｉ
刈
川
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
川
刊
Ⅲ
Ｉ
や
■
■
■
■
■
■
■
品
一
■
■
Ｆ
ｂ

Ｑ
。
．
〃

｝
丈
準
研
究
錐
三
十
三
鮴
八
四
（
三
九
一
三
○

字

／

そ
こ
へ
一
夜
、
犬
地
盤
動
し
て
ｂ
救
枇
主
キ
リ
ス
ト
が
あ
ら
は
れ
た
。
『
お
ゞ
主
よ
、
迩
命
は
死
せ
り
や
』
ど
人
Ｚ
は
叫
び
も
自
山
近

ｑ

で

代
の
夜
が
あ
け
る
か
ご
恩
は
れ
た
。
使
伽
た
ち
は
や
う
や
く
爪
を
ゆ
る
め
、
天
上
に
郷
け
の
ぼ
っ
て
、
未
来
の
徒
ぞ
う
か
晋
ふ
。
天
上
の

〃
。
《

雛
は
そ
れ
に
笄
・
へ
て
、

全

員

”
⑦
８
巨
国
】
①
隙
①
ご
旨
○
口
ｐ
ｏ
ｓ
）
”
①
旨
①
い
ゃ
詩
の
匡
厨
置
・
。
Ｈ
胃
①
．

今

一

Ｆ
、
昏
○
日
日
の
い
①
国
８
ｇ
」
○
厘
魁
匡
目
自
画
照
匡
門
昌
８
鼻
四
日
、
。

ｐ

〆

一
ヂ

ロ
画
。
ｍ
庁
⑩
９
丘
⑦
の
Ｑ
Ｐ
冨
日
制
邑
昌
吻
の
日
函
胃
の
鼻
己
儲
の
⑦
．

●

屍
う
て
、
引
返
へ
し
た
ま
へ
、
女
恨
た
ち
、
人
川
は
い
つ
、
Ｊ
＼
ま
で
も
冷
淡
な
時
の
波
の
中
を
、
径
束
な
げ
に
泳
ぐ
で
あ
ら
う
。

一
一
。
（
一
ヂ

ノ

ー
１
１
（
同
右
）
〕

●

娘
た
ち
の
一
隊
は
、
ふ
た
夢
び
地
上
の
推
物
に
さ
び
か
強
る
、

〆

弔

○
三
合
口
ゆ
四
厘
里
座
酔
⑦
§
○
月
５
０
９
．
の
○
ヨ
ョ
の
の
①
口
。
○
門
８
房
一
、

〃
／

鼎
坐
！
何
と
い
ふ
絶
望
の
中
に
、
な
ほ
も
わ
れ
ノ
＼
は
ゐ
る
こ
と
か
！
’
（
同
右
）
・
〕

一

甦

心

力
く
て
は
む
‐
》

刃

言

〃

ｚ
Ｏ
芽
の
昌
具
姉
厨
岡
戸
の
一
⑦
黒
‐
罠
｝
。
、
野
ら
埼
野
》
●
詩
、

■
、

『

ｌ
ｇ
こ
の
胃
の
号
目
２
》
島
昌
《
○
鳥
貝
２
．
胃
。
》
／
声
、

、

両
侍
』
、
○
ｏ
ｎ
丘
⑦
具
詠
℃
○
回
且
｝
卜
切
胃
房
一
君
Ｈ
①
Ｑ
巨
○
胃
耐
斤
．
／

、
、
、
、
可
、
、
、
、

〔
わ
れ
ｊ
‐
、
の
永
逵
更
輌
葉
は
『
そ
れ
は
記
さ
れ
て
ゐ
た
』
で
は
な
い
か
？
１
束
方
で
は
抑
皇
ら
上
に
、
そ
し
て
西
方
で
は
キ

一
、

■

Ｐ

リ
ス
ト
の
杵
の
上
に
。
ｌ
（
同
右
）
〕
｜

●

」

一

り
こ

》
』

一
』

|』

＃
Ⅲ
ｒ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
Ⅲ
ｌ
川
１
１
１
恥
１
噸
１
吋
Ⅱ
川
Ⅱ
川
Ⅲ
川
Ⅲ
Ⅲ
川
刑
川
さ

Ｉ
Ⅱ

-

ヶ

一

～



膳
‐
醒
臘
』
’
ト
ー
‐
心
卜
に
‐
』
■
一
ｌ
Ｉ
ｊ
‐
・
■
Ｌ
■
旧
■
■
■

ｆ

滝

〆

一

つ

《
《
Ｑ
野
鳥
金
。
島
．
こ
の
フ
ァ
タ
リ
ス
ム
の
合
言
葉
を
、
ヴ
ィ
ニ
ー
は
よ
ほ
ど
愛
惜
し
た
ら
し
い
。
「
運
命
の
使
姫
」
に
は
こ
れ
銀
エ
ピ
グ

デ

ー

・
一
・
ｑ

ラ
フ
こ
し
て
添
へ
ら
れ
て
ゐ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
詩
を
そ
の
ま
置
哲
學
詩
集
の
表
題
に
し
た
い
笹
い
ふ
の
も
、
か
れ
の
切
な
る
通
志
で
あ

っ
た
進
仰
へ
ら
れ
る
。
ヴ
ィ
ニ
ー
も
ま
た
、
そ
の
透
徹
し
ゞ
漿
油
い
緒
川
ゆ
ゑ
に
、
つ
・
勉
に
生
命
の
端
砲
を
あ
る
き
、
迩
命
こ
す
れ
Ｉ
、
に

生
き
ね
ば
な
ら
な
い
人
で
あ
っ
た
。
．
・
閏

争

ケ

「

℃
℃
℃
℃

人
洲
祗
含
に
絶
望
し
、
‐
運
命
の
呪
縛
の
絶
對
を
知
っ
た
さ
き
、
人
身
は
何
に
慰
安
を
も
さ
め
る
か
。
浪
漫
派
の
人
た
ち
は
女
性
、
自
然

巳

そ
し
て
刺
に
は
し
る
の
が
つ
れ
で
あ
っ
た
。

ヴ
ィ
ニ
ー
も
女
性
に
も
亡
め
る
瞳
こ
ろ
が
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。

性
に
も
芯
め
る
さ
こ
ろ
が
あ
っ
た
で
あ
ら
う
。
．

か
れ
の
サ
ン
ソ
ン
は
、
不
貞
の
女
ダ
リ
ラ
に
さ
へ
、

●

《
毎
Ｆ
、
国
。
日
日
⑦
“
８
一
ど
Ｑ
Ｐ
臥
す
①
の
Ｏ
旨
Ｑ
⑦
、
胃
①
盟
⑦
黒
典
図
ｇ
ｏ
匡
浄

〔
男
は
つ
ね
に
愛
撫
と
愛
精
を
必
要
と
す
る
、
－
１
「
サ
ン
ソ
ン
の
怒
り
」
〕

寒
」
唄
っ
て
き
か
せ
る
１
．
だ
が
、
こ
ど
の
眞
相
は
、

《
《
ご
ロ
①
言
雰
①
酔
の
昌
呈
①
⑦
ｐ
８
員
蔚
日
冨
当
⑦
目
甘
昌
』
苛
匡
）

、
⑦
］
言
玩
⑦
望
月
毎
厨
司
①
〕
①
口
も
Ｈ
①
、
⑦
目
８
号
ロ
嚴
巨
〕

、

国
〕
耳
①
旨
ウ
○
口
詠
員
国
○
日
日
の
鼻
盲
目
の
①
号
司
①
日
日
①
》

ヴ
ィ
ニ
ー
の
哲
學
詩
に
つ
い
て

、

Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ

｜

で

そ
れ
ざ
こ
ろ
か
℃
‐
孤
渦
な
男
の
魂
ゆ
ゑ
に
℃
そ
れ
だ
け
多
く
女

＝

、

八
五
（
三
九
一
二
七
）

、

一

’
〆

、

、

一



、

廷

今

〃

〆

そ
し
て
℃
つ
ひ
に
、

》

〃

両
庁
趨
旦
巨
の
ｏ
巨
冒
ｇ
】
貯
．
置
蜀
の
日
日
の
③
牌
８
昌
○
巨
圖
己
Ｐ
三
由
．

句

『

〔
多
少
と
も
、
女
は
つ
ね
に
ダ
リ
ラ
な
の
だ
。
ｌ
（
同
右
）
〕

も

も

〆

こ
の
詩
に
つ
い
て
は
、
よ
く
ヴ
ィ
ニ
ー
ピ
女
優
マ
リ
・
ド
ル
ヴ
ァ
ル
ど
の
經
紳
が
も
ち
州
さ
れ
る
。
蛮
際
、
こ
れ
の
北
吋
き
あ
げ
ら
れ
た
の

タ

は
、
か
の
女
の
塞
切
の
決
定
的
ど
な
っ
た
世
後
で
あ
っ
た
。
け
れ
ど
も
、
ヴ
ィ
ニ
ー
の
日
氾
に
よ
る
ざ
、
か
れ
は
す
で
に
そ
の
数
年
前
か

二

Ｉ

君

Ｌ
“
Ｌ

ら
、
ダ
リ
ラ
の
物
語
詩
の
腹
案
を
も
っ
て
ゐ
た
の
で
あ
っ
た
。
だ
か
ら
、
ヴ
ィ
ニ
ー
の
根
本
の
女
性
槻
は
、
こ
ゞ
に
そ
の
詩
的
象
徴
を
見

』

巳

亘

〆

出
し
て
ゐ
る
さ
い
へ
る
で
あ
ら
う
。
診

ね
■

里

〆

ら

〆

』

つ
ぎ
に
、
自
然
は
、
あ
の
ル
ッ
ソ
ー
を
陶
酔
さ
せ
、
ラ
マ
ル
チ
ー
ヌ
を
し
面
『
だ
が
自
然
が
ゐ
て
、
・
お
前
を
招
き
、
お
前
を
愛
し
て
く

〃

れ
る
、
』
ご
瓶
は
せ
た
自
然
は
、
ヴ
ィ
ニ
ー
に
ご
っ
て
何
も
の
で
あ
っ
た
か
ト
ー
１
。
．
”

か
れ
警
中
の
ｌ
そ
し
て
装
擢
そ
ら
人
謝
の
ｌ
感
エ
ヴ
ァ
鳥
う
て
Ｘ
ｆ
な
れ
た
自
然
の
中
に
ゆ
誉
・
ふ
要
の
た
め
に

１

も

℃
℃
も
ｂ

牧
人
の
家
を
こ
ろ
が
し
て
や
ら
う
さ
す
る
。
し
か
し
こ
の
や
さ
し
い
ヴ
ィ
ニ
ー
に
も
ｂ
自
然
は
何
ご
語
っ
た
か
、
．
．

』

、

青
］
の
の
眉
一
四
｛
、
』
目
戸
己
、
め
い
』
ず
目
○
斤
ず
い
動
骨
玩
①
、

』

○
戸
⑦
口
①
も
の
官
庁
Ｈ
の
冒
巨
昌
一
⑦
で
蔚
旦
且
⑦
開
の
胃
冨
巨
厨
｝
』
，
‐
一

、

丈

●

○
胃
］
ぬ
許
ヨ
ョ
⑦
の
鼻
・
戸
口
陣
恩
冒
急
匡
Ｈ
ｑ
の
８
号
の
鼻
輿
シ
ョ
の
、

〔
、
杢
越
の
岡
ひ
が
、
地
上
で
は
、
時
と
鹿
を
と
は
ず
、
洲
の
前
で
、
男
の
池
蔽
と
女
の
術
漿
の
あ
ひ
だ
に
た
Ｌ
か
は
れ
て
ゐ
る
、
女

は
身
も
心
も
不
純
な
も
の
だ
か
ら
。
Ｉ
（
同
右
）
〕
｜

、

峰

F1

究

錐
一

一

-1、
一

一

111i:

〆

１
１
１
１
１

１

１

１
八
六
（
三
九
三
八
）I 一

〃

ノ

&

7



１

Ｆ

ｑ

０

ｑ

‐

４

１

Ｉ

１

Ｉ

ｌ

１

●

１

１

＝

＝

〆

シ
角
の
⑳
旨
目
画
Ｈ
○
｝
〕
①
吻
旦
、
い
『
己
の
【
画
巨
α
①
①
毎
】
己
や
の
ご
画
門
ぐ
一
切
。
、
陸
一
ヶ
幹
行
司
①
画凸

亭
自
①
の
○
○
》
ｃ
ｐ
ｐ
⑦
ｍ
Ｑ
①
昌
爵
胃
ウ
吋
の
○
円
昇
一
の
唖
ユ
苛
巨
×
で
○
〆
再
印
○
昌
一
で
庁
⑦
屋
吋
、
。

》
早
■
○

″

自
⑦
ロ
、
①
邑
舜
①
ｐ
Ｑ
ｍ
昼
旨
く
○
い
、
吋
扇
旨
再
ぐ
○
い
め
◎
匡
己
胃
吻
》
琴
も
⑦
一
ヨ
①

●

，
ｌ
］
①
⑭
①
目
印
己
酌
の
伽
の
汽
叩
匡
刷
貝
声
○
』
｝
四
○
○
目
胃
の
Ｑ
陸
①
写
巨
目
目
四
目
目
⑦

Ｃ
員
。
忌
日
旦
局
⑦
口
ぐ
巴
邑
昌
戸
ｏ
区
の
①
即
日
ロ
⑦
厨
の
石
①
、
冨
冨
巨
勗
．

凸

■

を
天
に
も
と
め
て
も
空
し
い
。

『
わ
・
た
し
は
侮
蔑
を
も
っ
て
、
Ｈ
も
く
れ
ず
叩
も
か
さ
ず
や
雛
群
の
や
う
な
人
里
の
そ
ば
を
過
ぎ
て
ゆ
く
、
わ
た
し
は
か
れ
ら
の

楼
家
と
死
次
の
凡
わ
け
も
つ
け
ず
、
論
理
の
民
を
縦
ひ
な
が
ら
そ
の
名
も
知
ら
な
い
。
人
は
わ
た
し
を
母
だ
と
い
ふ
が
、
わ
た
し
は

一
難
な
の
だ
。
Ｉ
「
收
人
の
家
」
〕

ヴ
イ
ー
蚕
Ｉ
の
哲
學
詩
に
つ
い
て
〃
。
八
七
（
三
九
三
九
〕

◆
、
凹

蔑
］
の
【
○
ご
一
①
画
く
①
。
且
の
回
四
一
口
垂
の
卸
口
い
く
○
月
⑦
庁
の
四
口
の
①
冒
芹
③
。
Ｑ
円
①
画
聯
●
．

、

夕

シ
８
威
号
の
昏
巨
【
冒
涜
爾
冒
冒
芦
一
農
９
厘

］
①
目
①
ユ
ー
呉
竺
唇
、
肩
①
己
画
的
｝
①
巨
局
庁
①
Ｈ
局
一
の
門
旦
⑦
一
⑦
巨
局
。
①
。
Ｑ
同
⑦
〕
一
・

］
、
一
晒
回
○
吋
①
①
ロ
］
⑦
ゆ
石
○
鼻
画
目
庁
一
①
、
旨
○
冨
巨
吻
巳
⑦
的
ロ
画
言
○
口
い
、
“

一

○
回
日
①
島
庁
属
国
①
日
胃
①
具
」
①
、
巨
扇
〆
昌
①
８
舎
目
５
①
．

■
■

助

ｒ
、

参

〔
『
わ
た
し
は
不
感
不
動
の
劇
場
で
、
役
者
た
ち
の
足
も
こ
れ
を
動
か
す
こ
と
が
で
き
た
い
。
わ
た
し
の
黒
王
の
階
段
も
純

白
の
舞
牽
も
大
理
寂
の
柱
も
、
抑
莨
の
刻
ん
だ
も
の
だ
。
．

、

や

わ
た
し
は
箔
ら
の
叫
び
も
吐
思
も
き
か
な
い
、
わ
づ
か
に
わ
た
し
の
上
を
池
リ
す
ぎ
る
人
間
制
を
感
じ
る
の
み
で
、
無
一
両
の
籾
溶

一
〆

I

’

1
1

』



’
ｰ

1

1

丈
巽
學
研
究
錐
三
十
三
稗
八
八
（
二
一
九
四
○
）

こ
れ
が
自
然
の
本
》
刑
で
あ
っ
た
。
母
な
る
自
然
の
や
さ
し
み
の
下
に
、
蕊
な
る
自
然
の
こ
の
冷
酷
が
か
く
さ
れ
て
ゐ
る
。
、
ヴ
ィ
ニ
ー
は
、

《
ロ
二
二
四
二
冒
一
『
』
《
“
勺
茸
『
三
畠
も
『
っ
『
ラ
ニ
一
己
ず
つ
等
言
う

愛
人
を
作
ひ
な
が
ら
も
、
そ
れ
を
見
抜
か
寺
に
ゐ
ら
れ
な
か
っ
た
の
だ
。
こ
れ
は
も
う
慰
め
る
自
然
で
は
な
い
、
無
關
心
な
、
そ
し
て
敵
意

あ
る
自
然
で
あ
っ
た
。
し
か
も
自
然
は
、
・
水
速
に
蠕
黙
ご
し
て
、
そ
の
全
言
自
己
充
足
を
誇
っ
て
●
ゐ
る
。
ヴ
ィ
ニ
ー
の
狩
待
は
い
さ
斡
か

傷
つ
け
ら
れ
た
の
で
あ
ら
う
か
、
『
い
た
る
ご
こ
る
で
自
然
が
わ
た
し
を
侮
辱
す
る
』
ご
か
れ
は
い
ふ
。
そ
し
て
、
ま
す
Ｉ
、
か
れ
は
人

間
の
は
か
な
さ
を
恩
ふ
こ
ど
も
に
、
『
老
へ
る
荻
』
の
名
罪
を
ふ
か
く
符
る
の
で
あ
っ
た
。

４
●

す
る
ざ
、
川
は
”
あ
の
祠
に
解
へ
る
人
§
』
の
行
列
を
し
韮
が
へ
た
帥
は
ｌ
‐
、

キ
リ
ス
ト
は
つ
ひ
に
械
瀧
の
山
に
わ
け
入
っ
た
。
そ
れ
は
夜
で
あ
っ
た
。
眠
り
こ
ん
だ
弟
子
た
ち
を
の
こ
し
て
、
か
れ
は
ひ
ご
り
ゲ
ッ

ダ
毎

セ
マ
ネ
の
岩
間
を
さ
ま
よ
ふ
。
断
末
臓
の
苦
し
み
が
か
れ
の
胸
を
し
め
つ
け
る
、

■
」
一

罠
の
①
８
巨
号
①
》
湾
照
ｐ
ｇ
員
・
］
⑦
津
。
具
８
．
芹
の
一
画
蔚
月
①
〉

》
ず

．
。
●

勺
昌
の
輔
函
胃
号
一
⑦
。
区
呂
．
号
で
①
］
鱒
昌
冨
晨
冨
○
口
℃
野
⑦
一
こ

Ｌ
●

、

１
１
冒
畏
碗
行
ｏ
璽
恩
黒
⑦
目
Ｏ
胃
〉
鼻
。
篇
目
ロ
⑦
詠
己
。
ｐ
且
冒
切
．

●

、

〔
キ
リ
桑
卜
は
：
噌
泌
て
、
蝿
き
、
噌
地
に
つ
け
て
、
そ
し
て
天
を
仰
い
で
鷺
男
笈
ょ
！
』
ｌ
し
か
し
天
は
聯

の
勺

。
ま
Ｌ
で
、
祁
の
鰈
へ
は
な
い
。
１
１
１
「
枇
枇
の
山
」
〕
《

夕

●
一
Ｌ

さ
ら
に
三
度
、
か
れ
は
そ
の
父
を
呼
ぶ
。
答
へ
る
も
の
は
風
の
苦
・
…
：
イ
エ
ス
は
い
ふ
の
で
あ
っ
た
、
，

１
１
１

１
ロ
ー
品
Ｐ
Ｉ
ｆ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｆ

ノ

ー

ｌ

ｌ

ｌ
〉

ｉ
■
！
Ｐ
Ｎ
Ｉ
Ⅱ
ｌ
Ⅱ
１
１

１

１

１

／

〆

』

ｌ



〆

／

卜
■
ｌ
Ｂ
・
’
１
１
－
１

、＝

=

も
い
ふ
や
う

９
日
李
自
国
胃
胃
号
号
昌
８
厘
二
。
：
尿
菖
園
。
旨

需
た
い
喪
の
大
理
源
の
や
う
に
天
は
腫
鴫
で
あ
っ
た
．
’
（
同
も
〕

そ
し
て
、
突
如
、
開
の
中
に
挫
辛
、
が
き
こ
え
、
つ
い
で
、
ユ
ダ
の
松
明
の
ゆ
れ
る
の
が
見
え
た
。
あ
蚤
、
つ
ひ
に
オ
ー
ギ
ュ
ス
チ
ヌ
ス

た
ぱ
か
り
で
、
忌
は
し
い
布
、
疑
惑
と
綱
が
兎
を
と
ら
室
方
震
ず
。
ｌ
（
同
も
〕

こ
の
悲
痛
な
訴
へ
に
も
．

〆

ヴ
ィ
ニ
ー
の
哲
學
詩
に
つ
い
て

、

寺
■
一

景
○
桐
野
①
．
①
ｐ
８
Ｈ
冨
陽
？
Ｂ
２
冒
胃
⑦
．

〃

■
Ｇ
■
●
●
■
■
■
●
の
■
●
■
■
■
●
▲
■
申
■
■
■
■
■
●
●
●
宙
●
。
■
■
●
ｑ
●
●
。
け
む
■
晶
巳
●
●
■
●
●
■

し

臼

甸

ｚ
の
の
①
ロ
の
‘
旨
屈
め
一
⑦
日
○
口
号
鼻
さ
三
拝
庁
鴨
日
①
宮
冒
国
旨
・

ｅ

ｑ

ｐ
巨
一
、
○
口
罵
制
画
く
①
Ｏ
Ｂ
弾
。
彦
菖
Ｈ
⑦
庁
津
の
Ｂ
－
Ｒ
Ｑ
ｍ
口
、
冨
国
闘
冒
壼

〆

■
ｐ
■
■
●
●
甲
の
伊
申
Ｐ
■
■
ｐ
Ｇ
●
ら
●
●
申
。
●
由
●
■
●
由
■
●
■
。
。
□
■
●
●
巳
■
ｑ
■
●
ｅ
●
●
●
■
■
令

ロ

ー

■

夛
自
騨
雷
』
⑦
ぐ
ぃ
一
切
一
画
ｐ
ｐ
』
計
庁
①
村
》
。
①
奇
行
⑦
甘
口
ロ
ー
鯛
①
口
斤
⑦
註
の
吋
門
⑦
や

Ｇ

型

ｚ
、
脚
冨
日
ロ
ロ
、
い
○
巳
①
乱
８
目
色
目
８
こ
Ｑ
⑦
冒
一
協
同
①
、

一

ｐ
臣
一
戸
〕
の
具
Ｑ
匡
制
雪
四
津
ロ
号
巨
冒
．
島
画
ロ
盲
、
巨
胃
の
騨
箇
庁
昌
｝
《

ヂ

Ｃ
口
⑦
輿
匡
ロ
ゥ
○
員
三
①
胃
一
⑦
、
己
○
員
①
２
回
①
罫
色
曾
①
］
⑦
富
農
や
Ｐ

ゞ
〔
お
具
父
よ
、
も
つ
と
わ
た
し
を
生
か
せ
て
下
さ
い
！
…
・
あ
な
た
は
、
わ
た
し
の
生
身
と
と
も
に
苦
し
み
、
・
あ
な
た
の
御
手
の
中
ゞ

に
ふ
る
へ
て
ゐ
る
こ
の
世
昇
と
人
獅
を
感
じ
な
い
の
で
す
か
？
・
・
・
：
。
：
・
・
：
：
．
．
・
・
・
・
・
・
・
：
．
・
・
・
『
．
・
・
輯
・
・
・
・
・
・
・
：
．
．
・
・
・

け
れ
ど
も
、
わ
た
し
は
こ
の
赤
貧
の
地
を
去
ら
う
と
し
て
ゐ
る
、
大
き
な
盤
で
こ
の
地
を
つ
Ｌ
む
悲
惨
の
衣
を
ほ
ん
の
持
ち
あ
げ

に
『
洲
は
そ
の
子
さ
へ
も
容
赦
し
な
か
っ
た
。
』

L

一

八
九
（
三
九
四
一
）
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、

、
〔
ほ
ん
と
う
に
、
理
推
易
祁
苑
で
、
人
の
子
キ
リ
ス
ト
が
あ
の
や
う
に
告
げ
た
．
の
な
ら
、
ま
た
茂
物
の
叫
び
に
も
無
一
両
で
、
眼
を
と

ぢ
耳
を
ふ
さ
い
で
、
天
が
わ
れ
ノ
ー
、
を
流
走
し
た
泄
界
の
や
う
に
見
捨
て
た
の
な
ら
、
正
し
い
も
の
は
仰
の
坐
や
こ
た
り
に
侮
蔑
を
さ

Ⅲ

し
む
け
る
で
あ
ら
う
、
そ
し
て
、
藍
の
雛
に
は
鷺
か
な
雛
を
も
っ
て
の
腱
へ
る
で
あ
ら
う
。
’
（
同
も
〕

ダ

《
皇
の
色
２
８
》
・
↑
さ
題
さ
れ
た
こ
の
結
び
の
一
節
は
、
ヴ
ィ
ニ
ー
生
前
の
「
撤
髄
の
山
」
に
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
お
そ
ら

く
細
者
ラ
チ
ス
ポ
ン
ヌ
に
よ
っ
て
か
れ
の
日
記
の
中
か
ら
扮
は
れ
た
も
の
で
あ
ら
う
。
Ｅ
に
か
く
ｐ
こ
れ
は
ヴ
ィ
ニ
ー
の
榊
に
た
い
す
る
絶

唱
さ
し
て
あ
ま
す
Ｅ
こ
ろ
が
な
い
。
、

し
か
し
、
わ
れ
／
Ｉ
は
こ
れ
に
つ
い
て
無
艸
諭
、
ジ
ャ
ン
セ
ニ
ス
吟
、
理
川
諭
▽
さ
て
は
パ
イ
ロ
ン
流
の
不
敬
塵
を
云
艮
す
る
の
は
差

控
へ
よ
う
。
ヴ
ィ
ニ
ー
は
、
根
本
に
お
い
て
は
、
決
し
て
自
己
の
外
の
主
義
思
想
に
は
動
か
さ
れ
な
か
っ
た
人
だ
し
、
ま
た
い
か
』
な
る
時

。

丈
學

か
く
て
は
む

、
も

め
、
澤
①
的
庁
ぐ
同
四
再
舎
口
必
眉
潟
胃
旦
砕
回
の
凶
○
門
毎
旦
①
也
詞
○
円
詳
巨
時
⑦
の
》

儒
墨
”
号
冒
。
『
圏
冒
の
昌
昏
・
の
号
、
。
目
、
。
鳥
目
弓
。
鼠
．

シ
角
ロ
①
毎
画
釣
ぐ
①
こ
い
房
⑦
苛
め
○
巨
吋
昼
四
口
．
、
同
一
ｇ
ｏ
勿
の
門
恥
動
芦
胃
⑦
勿
蓮

印
目
岳
○
篇
』
・
口
。
自
切
』
昌
四
畠
、
自
国
日
の
ロ
ロ
ロ
‐
５
コ
星
⑦
壁
ぐ
○
号
僻

Ｆ
①
』
巨
印
厨
○
℃
も
○
ｍ
①
愚
行
且
の
Ｑ
四
旨
芦
昌
雪
幽
宮
の
ロ
８

国
庁
冒
①
Ｈ
恥
ロ
○
口
Ｑ
国
甦
巨
、
心
巨
の
冠
画
吋
ロ
ロ
陣
○
屋
興
行
口
の
③

鈩
屋
里
帝
冒
月
障
寓
目
堅
旦
①
毎
口
弓
目
鼻
。

『

肝

究

錐
三
十
三
桝

鼻

～

グ

九
○
．
（
三
九
四
二
）

ヘ

一

'



０

０

紐

専

一

■

■

〆

洲
の
不
撫
彩
想
ふ
ゞ
べ
き
で
あ
ら
う
．

に
も
℃
尚
炎
な
人
聞
き
し
て
の
つ
シ
し
み
を
忘
れ
な
か
っ
た
人
だ
。
わ
れ
Ｉ
ｒ
さ
し
て
は
、
む
し
ろ
℃
柳
に
た
い
し
て
さ
へ
も
失
は
れ
な

か
っ
た
ヴ
ィ
ニ
ー
の
知
性
の
明
断
ご
大
鵬
ざ
、
そ
し
て
天
上
の
沈
獣
に
た
い
し
て
は
自
己
の
沈
黙
を
も
っ
て
應
へ
よ
う
ご
す
る
か
れ
の
緒

』
、

、

女
性
、
自
然
、
肺
℃
こ
れ
ら
浪
漫
派
の
三
部
作
の
主
題
に
た
い
し
て
も
、
ヴ
ィ
ニ
ー
は
つ
ひ
に
絶
望
し
た
。
そ
し
て
こ
脱
は
す
で
に
大

き
な
甘
い
は
ぎ
形
而
上
の
絶
望
で
あ
っ
た
。
す
な
は
ち
℃
か
れ
猫
自
の
。
ヘ
ン
ミ
ス
ム
で
あ
っ
た
。

》
』
弾
９

斗
ｊ
ふ
〃

く
⑨

一
も
リ
マ
℃
℃
ｂ
も
も
℃
℃

猟
師
に
追
は
れ
、
銃
弾
に
射
睡
か
れ
、
犬
に
噛
み
つ
か
れ
た
狼
は
、
冷
や
か
に
攻
喋
者
を
眺
め
な
が
ら
？
一
難
も
あ
げ
ず
に
妃
ん
で
ゆ

り

す
る
さ
、
、
こ
の
絶
對
逓
在
の
悪
に
た
い
し
て
、
ま
た
こ
の
決
定
的
な
・
へ
シ
ミ
↓
〈
ム
に
た
い
し
て
、
ヴ
ィ
ニ
ー
の
精
祁
は
い
か
に
對
庭
し

ヴ
ィ
ニ
ー
の
哲
學
誌
に
つ
い
て

ｊ

ｏ
Ｏ
Ｈ
目
『
口
①
○
口
且
旦
庁
ｃ
Ｅ
＃
閂
置
く
馬
具
８
厘
の
の
陽
冒
麹
ロ
ス
。

車

●

句

。
、
⑦
黒
く
○
口
の
巳
昌
一
苛
閻
ぐ
の
Ｎ
〕
②
巨
匡
身
己
⑦
ｍ
津
冒
目
色
宮
且

●
●

シ
ぐ
○
月
３
Ｄ
こ
の
］
、
○
口
津
昇
２
吋
爲
貝
①
２
の
①
名
声
Ｏ
国
富
四
ｍ
の
．

、

４
、

吻
角
二
苛
鼠
奇
。
Ｒ
身
馳
函
『
畠
》
員
比
ご
渥
畔
苛
蔦
匂
『
殉
鴎
『
詩
言
鄙
一
、
旨
、
、

ノ

｜

１
０
Ⅱ
１
１
■
韻
１
１
叩
０
■
■
８
１
日
０
０
Ⅱ
０
１
Ⅱ

、

′

~

九
一
（
三
九
四
三
）
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ヨ
Ｂ
Ⅱ
Ⅱ
９
０
ｑ
Ｊ
Ｉ
ｒ
ｑ

～

巴

～

心

こ
れ
は
疑
ひ
も
な
く
ス
ト
ア
學
派
の
い
ふ
ど
こ
ろ
ご
一
・
致
し
て
ゐ
る
。
だ
が
、
ヴ
ィ
ニ
ー
の
意
味
す
る
克
己
諦
感
は
、
あ
く
ま
で
糒
祁

。
、
℃

的
存
在
の
名
騨
さ
し
て
考
へ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
『
名
群
あ
る
ひ
は
男
の
脈
恥
、
そ
れ
が
良
心
だ
』
Ｅ
か
れ
は
い
ふ
。
か
う
い
ふ
ヴ
ィ
ニ

ー
に
つ
い
て
℃
サ
ン
ト
ー
ブ
ー
ヴ
は
℃
ア
カ
デ
ミ
ー
の
同
恢
の
中
で
も
か
れ
は
も
つ
ど
も
良
心
的
な
男
だ
っ
た
ご
述
懐
し
て
ゐ
る
。
ヴ
ィ

ｊ
〃

〃
ロ

●
ノ

ニ
ー
の
名
辨
慰
霊
の
ほ
ざ
が
察
し
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。
そ
し
て
こ
の
尚
喜
精
祁
の
名
騨
は
℃
か
れ
の
場
合
は
つ
ね
に
ｂ
・
天
上
の
不
傘
に
た

℃
ｂ

ぃ
し
て
も
、
地
上
の
懲
劣
腱
ぃ
し
て
も
、
大
蓄
穆
沈
識
に
よ
っ
て
保
た
れ
る
、
ｌ
こ
蚤
振
れ
の
ｆ
イ
シ
費
の
特
異
性
が
め
る
。

‐
そ
れ
な
の
に
、
同
時
代
の
感
怖
の
循
奉
者
た
ち
は
、
随
虚
に
徒
黛
を
く
ん
で
《
『
岬
曹
、
泣
き
や
所
り
、
』
・
太
一
汽
壯
語
し
、
そ
し
て
そ
れ
↑

を
皆
っ
て
詩
人
の
本
領
で
あ
る
か
の
や
う
に
心
榔
て
ゐ
た
の
で
あ
っ
た
。
ヴ
ィ
ニ
ー
は
浪
漫
運
動
に
も
、
そ
の
狂
妄
に
お
い
て
は
も
沢
し

、
、
、
、
も
、
℃
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
毛
、
、

と
人
の
通
せ
る
も
の
を
見
る
に
、
ひ
と
り
沈
獣
の
み
が
偉
大
で
、
そ
の
除
の
す
べ
て
は
卑
小
で
あ
る
。
ｌ

そ
し
て
、
狼
の
眼
は
い
ふ
の
で
あ
っ
た
、
．
〃

~

丈

○
⑯
ｇ
貸
樫
①
匡
門
目
』
胃
』
閂
⑦
黒
の
唱
庁
日
の
具
罫
ｏ
言
．
、
〃

吋
巴
の
⑯
ロ
胃
、
日
巨
①
口
冒
①
ロ
庁
冨
さ
画
媚
ロ
①
鼻
］
○
回
尉
巳
①
墓
、
罫
の
、
‐
・

己
脚
目
置
く
ｇ
①
Ｏ
彦
庁
の
ｏ
鼻
画
く
○
回
盲
爵
℃
℃
里
①
厩
〉

－
１

①

〃
Ｐ

雨
巨
肘
國
も
獄
⑫
印
画
‐
ｎ
．
貝
貝
ロ
①
員
戸
Ｏ
』
℃
”
吻
ｓ
一
一
》
、
。
恩
ご
『
禽
ミ
旬
い
ら
》
畠
も
ロ
》
’
奇
、
↑
》
》

〔
叩
く
も
、
泣
く
も
、
所
る
も
ひ
と
し
く
卑
怯
だ
。
力
づ
よ
く
群
の
遅
い
重
い
仕
事
を
果
せ
、
迩
命
の
呼
び
よ
せ
た
通
の
中
で
、
そ

學
研
究
節
三
十
三
秘
九
二

〔
人
は
い
か
に
生
と
棚
を
去
る
《
へ
き
か
、
そ
れ
を
椎
へ
て
ゐ
る
の
は
君
た
ち
だ
、
楽
商
な
刺
物
た
ち
よ
，

、
℃
、
己
、
、
℃
、
も
も
、
、
、
、

の
あ
と
で
、
自
分
の
や
う
に
、
よ
く
耐
へ
て
そ
し
て
何
も
い
は
ず
に
死
ね
。
、
Ｉ
（
同
右
）
〕

’
1

1

１
１

I

（
三
九
四
四
）

地
上
で
人
の
あ
り
し
姿

「
狼
の
死
」
〕

Ｉ
咄
ｌ
■
Ｊ
心
‐
■
■
■
■
■
■
■
■
丘
■
■
■
■
■

》
Ｉ

1



＝

禿

ダ

、 I
j

L4

～

／

一

ヴ

シ
日
三
弓
屯
寡
言

つ
ぎ
に
、
《
』
の
大
き
な
絶
望
は
い
か
な
る
方
向
を
さ
っ
た
か
。
念
縛
す
る
か
の
や
う
に
、
そ
れ
は
大
き
な
愛
へ
、
憐
悩
へ
で
あ
っ
た
。

。

こ
蚤
で
も
ヴ
、
’
一
‐
の
羅
化
の
關
憾
、
側
ゞ
の
襲
胤
鳥
驚
勇
い
て
萱
さ
せ
た
ど
も
い
へ
る
で
あ
ら
う
ｌ

″

グ

ク
夕
、
《
乾
く
一
『

し
か
し
、
ヴ
ィ
ニ
ー
は
も
こ
Ｉ
、
い
か
な
る
意
味
の
エ
ゴ
イ
ス
ム
を
も
持
合
は
さ
な
か
っ
た
人
で
、
奉
仕
し
た
い
ご
い
ふ
欲
望
を
本
能

、

一
〃
。
。
』

の
や
う
に
も
つ
て
ゐ
だ
。
耶
隊
に
ゐ
た
川
も
、
か
れ
は
つ
ね
に
武
戦
に
巻
↑
加
す
る
こ
ど
ば
か
，
り
願
っ
て
ゐ
だ
。
シ
ャ
ラ
ン
ト
の
メ
ー
ヌ
‐
ジ

も

ロ
－
の
伽
に
ゐ
た
時
も
、
か
れ
は
農
比
の
よ
き
友
で
あ
り
、
地
方
文
化
の
よ
き
協
力
蒜
で
あ
っ
た
。
そ
の
こ
ろ
紺
に
伽
は
れ
て
ゐ
た
一
老

タ

蝿
は
『
…
．
：
あ
シ
、
よ
い
間
那
様
℃
何
ご
立
派
な
心
の
人
だ
っ
た
で
せ
う
！
わ
た
し
た
ち
は
、
五
六
人
、
男
や
女
や
、
あ
そ
こ
の
メ
ー
ヌ

ー
ー

タ

ノ

戸

、

で
召
使
を
し
て
ゐ
半
球
し
た
が
、
あ
の
方
の
た
め
な
ら
、
誰
で
も
稲
う
て
火
の
中
へ
ご
ぴ
こ
ん
だ
で
せ
ぅ
…
．
：
』
ご
懐
し
ん
で
ゐ
る
。
ま
た

申

、

晩
年
に
は
、
若
い
文
學
者
を
可
愛
が
り
、
、
ハ
ル
ベ
・
ド
ー
ル
ヴ
ィ
リ
、
ボ
ー
ド
レ
ー
ル
、
ミ
ス
ト
ラ
ル
な
ざ
は
、
し
ば
ｊ
、
か
れ
の
さ
こ

ず

、
Ｊ
屯

し

ろ
に
川
入
し
て
ゐ
た
。
ゴ
ー

少

そ
の
上
、
ヴ
ィ
ニ
ー
は
か
ね
て
か
ら
詩
人
、
犬
才
の
祗
禽
的
使
命
を
自
尭
し
て
ゐ
て
、
心
中
ふ
か
く
期
す
る
Ｅ
こ
ろ
が
あ
っ
た
の
で
あ

ヴ
イ
ニ
ー
の
折
血
畢
諦
に
つ
い
て
九
三
（
三
九
四
五
）
一
一
・

今

Ｌ

て
参
加
し
な
か
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
畝
、
か
れ
は
『
象
牙
の
塔
』
に
師
ざ
ぢ
こ
も
っ
て
、
稗
行
俄
の
頭
巾
を
・
か
ぶ
り
、
眠
想
し
、
超
克
し
、

グ

Ｐ

粘
紳
の
塙
鍵
叩
を
守
り
つ
ぉ
『
卑
怯
な
動
物
は
群
を
な
し
て
ゆ
く
。
獅
子
は
ひ
こ
り
沙
漠
を
あ
る
く
、
詩
人
ば
つ
ね
に
か
ぅ
し
て
歩
く
や
う

む

シ
ご
三
宮
舎
冒

に
、
』
ご
い
っ
て
ゐ
た
。
こ
・
シ
に
お
い
て
わ
れ
Ｉ
Ｉ
１
は
、
あ
の
ス
ト
ア
學
派
の
理
想
ご
し
た
不
動
心
の
境
地
き
℃
そ
し
て
さ
ら
に
東
方
の

、
富
『
二
宮
〕
望
刀
読
芦
一
三
一
一
一
《
咳

蝋
の
そ
れ
鼠
ふ
で
あ
ら
う
。
ヴ
“
｜
｜
‐
が
鳶
の
。
ハ
ル
ナ
シ
シ
雫
ン
へ
Ｉ
ぁ
腱
《
感
響
＃
ご
し
鳶
派
へ
州
ｌ
誓
ひ
ら
ぃ

〕
乞
吋
一
戸
。
Ｆ
『
凸
》
一
一
幸
一
一
手亨
一
切
〆

伊
田
《

た
こ
い
は
れ
る
の
は
道
理
で
あ
る
。

、

ー

可叫
４
１

I
、

●

一 夕

~



』、
且

トダ

＝

、、

４

か
ぅ
い
ふ
ヴ
ィ
ニ
ー
が
目
の
あ
た
り
に
無
糊
ご
悲
惨
さ
に
ゆ
だ
ぬ
ら
れ
た
人
獅
を
み
て
、
憐
燗
を
お
ぼ
え
な
い
迩
理
が
な
い
。
ラ
チ
ス

も

つ

〆

ボ
ッ
ヌ
な
ど
は
、
か
れ
の
詩
川
を
憐
悩
だ
ご
い
っ
て
ゐ
る
。
す
る
ご
、
、
あ
の
超
越
的
な
勢
力
に
た
い
す
る
ヴ
ィ
ニ
ー
の
挑
戦
も
、
か
う
い
ふ
一

、

．
。
』
〆

意
味
に
お
い
て
、
一
‐
勝
よ
く
理
解
さ
れ
る
で
あ
ら
う
四

″

、
も
も
℃
℃
℃

た
ご
へ
ぱ
Ｄ
仲
に
た
い
し
て
、
駁
後
の
群
判
に
は
、
『
川
こ
そ
す
べ
て
の
魂
、
生
き
ご
し
生
け
る
も
の
芦
前
に
き
て
自
ら
を
樺
明
す
べ

、

き
で
あ
ら
う
．
川
は
出
頭
し
て
語
り
、
何
故
の
刺
越
か
、
何
故
の
無
華
の
群
し
み
か
、
死
か
を
は
っ
き
り
ご
い
ふ
べ
き
で
あ
ら
う
。
そ
の
“
・
一

、

、
時
に
は
復
折
し
た
人
激
が
稀
判
者
Ｅ
な
る
で
あ
ら
う
：
．
…
』
さ
も
か
れ
は
い
ふ
。
川
の
刺
逃
の
不
正
さ
い
ふ
こ
Ｅ
は
＄
ヴ
ィ
ニ
ー
の
い
は

も

ｌ
一

陣

ぱ
固
執
概
念
で
あ
っ
た
。
ろ
し
て
こ
の
や
う
に
歴
史
的
現
寅
の
通
を
天
上
の
も
の
に
食
は
せ
よ
う
ご
す
る
ご
こ
る
に
も
、
ヴ
ィ
ニ
ー
獅
自

、
一

の
側
向
が
う
か
ざ
は
れ
る
で
あ
ら
う
。

、

。

◆

卓

ま
た
自
然
に
た
い
し
て
は
、
。
｜
，

ｂ

夕

心
、
、

●

①

／

戸

ぐ
宮
⑦
Ｎ
》
津
。
昼
①
昌
幽
冒
尉
①
〉
男
円
①
ぐ
』
ぐ
⑮
函
間
口
、
ｏ
⑦
、
四
①

一
」
一

③

、
ｏ
匡
ｍ
冒
○
の
豆
①
ユ
の
）
の
ロ
廓
巨
○
ｍ
浄
○
口
厨
雫
で
匡
吊
。
Ｅ
①
。
、
⑦
黒
く
○
月
⑦
』
ｇ
》

、

旦

昇
ゞ
再
ぐ
⑦
Ｎ
割
ら
『
Ｑ
の
旦
凹
酔
い
目
⑦
蜘
望
の
戸
ぐ
○
巨
切
か
庁
⑦
切
色
の
⑦
の
印
①
口
↑
一

Ｆ
、
ケ
○
日
日
⑦
『
ケ
ロ
ョ
忌
一
⑦
己
畠
閨
媚
員
〕
皇
昌
旦
員
ぐ
○
厘
ｍ
○
耳
⑦
ロ
ロ
再
○
局
，
〆
、
偽
〃

１

，

－

■
タ

昭
一
匡
の
白
戸
の
庁
○
宮
蒔
く
○
耳
①
Ｈ
》
ぬ
ロ
①
①
庁
口
匡
の
②
⑦
切
の
も
｛
①
ロ
Ｑ
の
匡
扇
ぐ
鱈
］
ロ
①
の
》
、
、

町

１

も

、

、

電
昌
鳶
、
昏
言
盈
勇
融
鳥
吻
思
具
司
Ｑ
胃
鴎
雪
ミ
ミ
量
句
昌

一
一
一
、

一

己
“
グ

ク

、

一

。
タ

グ

、

Ｊ

Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ

↓
ｏ
Ｑ

丈

、

狸〔
一J=

研

究

錐
三

-I，

三
pU 1D

JILIF

＝

ノ

九
四

岸

（
三
九
川
六
）
。

。
『



ｉ
ｉ
ｉ

ノ

一

､

、

ご
ヴ
ィ
ニ
ー
は
い
ふ
。
こ
の
経
り
か
ら
二
つ
目
の
句
は
あ
土
了
に
も
有
我
な
詩
句
だ
．
そ
の
ｍ
猯
お
深
さ
に
お
い
て
、
そ
の
形
式
の
完
成
、

そ
の
感
怖
Ｑ
堕
只
に
お
い
て
Ｄ
フ
ラ
ン
ス
詩
歌
の
う
ち
で
も
つ
Ｅ
も
美
し
い
も
の
揖
一
つ
に
数
へ
ら
れ
る
。
、

ご
こ
る
が
、
近
代
の
知
性
ポ
ー
ル
・
ヴ
ァ
レ
リ
ー
・
は
、
そ
の
『
文
學
諭
』
の
中
で
、
こ
の
詩
何
の
美
し
角
を
誰
へ
て
ゐ
る
の
は
よ
い
が
、

一

『
こ
の
州
に
つ
い
て
は
考
へ
て
は
な
ら
ぬ
。
な
ぜ
な
ら
人
間
の
苦
脳
に
は
も
こ
Ｊ
１
雑
撫
舷
な
ん
塑
心
い
筈
・
‐
…
・
意
味
の
上
か
ら
●
い
へ
ぱ
。

こ
の
美
し
い
詩
御
噂
薑
っ
た
く
ｆ
の
だ
、
』
這
い
っ
て
ゐ
る
．
、
侭
ざ
る
も
鷲
し
い
Ｉ
。

、
、
、
も
も

０
，

Ｆ

グ

ヴ
ィ
ニ
ー
は
一
八
四
二
年
、
同
じ
く
エ
ヴ
ァ
に
あ
た
へ
て
、
．
「
七
つ
の
耕
し
み
あ
る
ひ
は
男
の
苦
し
み
」
蜜
」
い
ふ
詩
の
革
稲
を
し
た
澄
め

。
』
【
一
二
二
や
額
一
ご
一
》
三
一
念
一
二
。
ゆ
『

て
ゐ
る
。
こ
れ
が
貧
は
「
牧
人
の
家
」
で
あ
っ
た
。
そ
の
巾
で
、
か
れ
は
『
：
：
：
お
前
は
男
の
苦
し
み
を
眺
め
る
で
あ
ら
う
…
…
』
ご
北
脚

Ｄ
〆

ヨ

ェ
〔
二
一
『
『
］
口
恥
二
宮
《
二
一
・
羽
一
〕
三
一
『
ゴ
衿
一
【
二
・
“
‐
ザ

い
℃
ゐ
る
。
こ
れ
が
人
刑
里
古
胴
で
あ
っ
た
。
ヴ
ィ
ニ
ー
ご
い
、
’
《
男
に
よ
っ
て
糀
祁
化
さ
れ
た
苦
脳
な
れ
ば
こ
そ
、
こ
の
亦
厳
な
の
で
あ

み

ろ
。
そ
し
て
、
こ
の
句
の
思
想
に
つ
い
て
は
、
、
誠
武
無
比
の
ヴ
ィ
ニ
ー
そ
の
人
が
語
っ
て
ゐ
一
。
、
『
こ
の
一
旬
は
わ
た
し
の
す
べ
て
の
哲

學
街
の
意
味
を
含
ん
で
ゐ
る
①
す
な
は
ち
人
知
の
糀
洲
可
人
減
へ
の
全
的
愛
そ
し
て
そ
の
迩
命
の
改
祥
。
』
．
、

で
タ

大
き
な
絶
望
の
詩
人
ヴ
ィ
ニ
ー
は
、
か
う
し
て
大
き
な
愛
の
思
想
家
で
あ
っ
た
．
ヴ
ィ
ニ
ー
は
た
し
か
に
近
代
の
象
徴
主
義
州
ｌ
ヴ
ァ
レ
０

コ
●

リ
ー
も
こ
腱
脇
し
て
ゐ
る
ｌ
に
先
駆
し
た
人
：
ご
り
で
あ
る
が
、
こ
の
派
淫
児
ら
呼
農
池
か
ら
鴬
よ
そ
蒋
帯
存
奪
ぁ
っ
／

や

、

ヴ
イ
ニ
ー
の
莉
學
詩
に
つ
い
て
・
九
韮
ｇ
一
九
川
七
）

～

ぐ
○
巨
印
己
の
愚
８
ぐ
『
①
頃
一
首
印
巨
口
角
骨
輿
色
目
０
．
Ｅ
『
Ｑ
①
目
〆
○
］
・勺
一

》
〔
生
き
よ
、
冷
た
い
自
然
、
そ
し
て
た
え
ず
甦
れ
、
わ
れ
ら
の
足
の
下
、
額
の
上
に
、
そ
れ
が
煮
の
提
な
の
だ
か
ら
、
そ
し
て
女
祁

呈

な
ら
ば
、
承
の
韮
た
る
べ
き
人
間
、
猿
し
い
行
人
を
艦
せ
よ
、
蒋
の
一
切
の
椛
力
ょ
！
、
蓑
た
そ
の
空
し
い
光
輝
よ
り
も
、

ヘリ
■

、
も
、
、
、
、
、
己
、
、
、
、
℃
、
、

わ
た
し
は
人
叫
胤
の
勝
を
学
、
論
は
愛
の
扉
も
わ
た
し
か
ら
受
け
な
い
で
あ
ら
う
。
Ｉ
展
人
累
」
〕

Ｐ

‐

Ｐ
Ｐ
Ⅱ
■
■
Ⅱ
Ⅱ
１
日
Ｂ

●

～

I

｜

’
〆

貧農

f

’’
、



一
－
１
用
Ｊ
叫
川
ｌ
■
■
４
↑
．

一

ヴ
ィ
ニ
ー
柵
自
の
統
川
は
、
な
ほ
も
商
所
を
め
ざ
し
て
、
さ
ら
に
大
き
く
、
さ
ら
に
術
く
な
る
こ
ご
を
や
め
な
か
っ
た
。
そ
し
て
つ
ひ

、

グ

・
に
悠
久
の
彼
岸
に
生
き
よ
う
さ
す
る
Ｉ
ｉ
卜
。
、
。

、

屯

、

℃
ｂ
も
も
も
℃
℃
も

か
れ
は
未
知
の
一
苛
年
に
さ
ご
し
て
、
詩
人
の
作
舳
は
海
に
な
げ
ら
れ
た
壁
だ
さ
い
ふ
。
そ
の
巾
に
好
き
さ
め
ら
れ
た
詩
人
の
耕
祁
は
、

。

申

思
想
は
、
大
洋
の
波
を
こ
え
て
、
い
つ
か
花
唯
く
岸
挫
に
た
ざ
り
つ
く
で
あ
ら
う
、
、
’

一

‐
Ｆ
⑦
胃
昌
ご
房
Ｆ
庁
ロ
⑦
屋
昏
鼻
鴎
匡
⑦
。
苛
巨
§
ぬ
匡
鴛
？
。

、

〔
踵
の
抑
、
強
い
抑
は
思
想
の
脚
な
の
だ
。
ｌ
「
海
に
な
げ
ら
れ
た
埋
」
〕
〆
↑

言

ゲ

ラ
二
淺
一
記

‐
し
た
が
っ
て
、
そ
の
中
味
は
か
れ
の
い
ふ
『
錐
藥
』
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
あ
く
皇
で
純
粋
な
、
自
己
の
内
而
の
必
然
性
か
ら
、
い

子

■
一

は
ざ
自
己
の
内
的
術
命
か
ら
追
求
せ
ら
れ
た
思
想
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
、
ヴ
ィ
ニ
ー
の
「
チ
ャ
タ
ー
ト
ン
」
は
、
こ
の
内
な
る
も
』
の
湧
要

Ｆ

Ｊ

求
智
だ
し
が
た
く
、
批
俗
に
抗
し
て
、
み
づ
か
ら
生
命
を
た
っ
た
。
そ
し
て
ヴ
ィ
ニ
ー
の
ロ
マ
・
ン
チ
ス
ム
も
、
そ
れ
自
將
に
お
い
て
は
、

●
も

、
こ
の
純
の
自
我
主
義
だ
ご
わ
れ
／
Ｙ
は
忠
ふ
。

０

．

一
〆
』

か
う
し
て
得
ら
れ
た
肺
の
思
想
を
も
っ
て
、
詩
人
は
現
世
に
願
胆
す
る
こ
さ
な
く
、

〆

、
シ
こ
×
ご
ｇ
国
瞬
①
巨
同
の
冒
冒
Ｈ
の
の
巨
匡
旨
旨
篇
の
冨
冒
の
具
．
’
］
．
、

一

｝

｜
〔
炎
の
旅
人
に
塞
戯
な
鴬
Ｉ
（
同
色
〕
／
、

、

●

、

を
僻
か
ね
ば
な
ら
な
い
・
・
…
…
…
巻

、

丈
準
研
究
錐
三
十
三
桝
九
六
（
三
九
四
八
）

た
。
デ
カ
ダ
ン
ス
や
シ
ニ
ス
ム
や
、
鞘
晦
の
趣
味
か
ぢ
ま
ぬ
が
れ
て
ゐ
た
の
は
い
ふ
ま
で
も
な
い
○

一
。

' 三

I

i

l

’
戸

●

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
！

、

L

I〆

I

＝
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一



け
卜
‐
庁
△
Ｐ
ｂ
『
Ｐ

､

、

1 〆

h

1
〆 、

●巳●■●■■■■■■●凸。○●●■ロ■■■。■ｑ■Ｏｄ，

．
．
．
．
．
．
め
口
門
』
①
で
ロ
バ
冨
匡
８
ロ
ユ
⑦
叩
一
ご
『
①
め
号
］
、
両
号
『
●
麓
．
．
》
、
。
、

９
■
●
ｂ
Ｐ
■

〆

、
‘
、

、
〔
通
ゆ
祁
先
の
血
統
の
雌
後
の
生
存
新
（
ヴ
ィ
ニ
ー
）
は
聖
廟
に
の
ぼ
っ
て
そ
し
て
記
雌
す
る
・
・
・
・
糀
利
の
番
巻
の
浦
ら
か
な
お
池

の
上
に
．
’
「
鷲
」
〕
、
§
、

／

「
糀
娘
」
は
ヴ
ィ
ニ
ー
の
妃
の
六
歩
月
前
の
作
で
あ
っ
た
。
サ
ン
ト
ー
プ
ー
ヴ
は
こ
れ
に
つ
い
て
『
か
脱
（
ヴ
ィ
ニ
ー
）
は
雨
か
れ
の
遼

ｒ

、

Ｐ

作
『
蓮
命
』
一
巻
を
結
び
も
こ
れ
に
王
冠
を
蚊
か
せ
て
ゐ
る
極
め
て
羨
し
い
、
「
結
砿
」
ざ
題
す
る
一
筋
の
中
で
℃
か
れ
み
“
つ
か
ら
の
罐
一

を
も
っ
て
、
か
れ
み
づ
か
ら
の
鍵
貌
ご
祀
祁
を
な
し
ど
げ
た
、
』
亡
い
っ
て
ゐ
る
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